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電波産業会（ARIB）のご紹介

2放送技術セミナー2022/9/9 JEITA

目的
通信・放送など社会経済の発展を支える電波利用
システムの実用化及びその普及を促進し、電波産
業の健全な進歩発展を図る観点から、電波の利用
に関する調査、研究、開発、コンサルティング等
を行い、もって公共の福祉に寄与することを目的
としています。

スタジオ設備開発部会（放送分野）
•スタジオ映像作業班
•スタジオ音声作業班
•機器間インタフェース作業班
•デジタル字幕制作検討作業班
•放送素材ファイルフォーマット検討作業班
•評価シーケンス作業班
•音声品質評価法作業班



1. 番組制作用IPインタフェース
2. 国際標準化
3. ARIBにおける国内標準化
4. 今後の予定・展望
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1. 番組制作用IPインタフェース
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SDIからEthernet/IPへ
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IPインタフェースの特徴
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• 回線接続方法で高品質
• 信号の伝送経路が直感的
• 慣れている（運用性・互換性）

SDI
• 伝送速度の向上が早い
• 様々な信号の多重が容易
• 双方向回線が標準
• 新しいワークフローを生み出せる

IPインタフェース



2. 国際標準化動向
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IPインタフェースに関する活動
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EBU

VSF

AMWA

NMOS

SMPTE

VSF

JT-NM

ユーザー要望

• 課題抽出
• アーキテクチャ提案
• ロードマップ策定

IEEE 1558
ST 2059

RFC 4175
AES3/67

既存規格

NMOS

IS-07
IS-06

IS-05
IS-04

管理・制御

SMPTE
SMPTE

IS-07
ST 2110-

ST 2110-20
ST 2110-10

ST 2022-6

AMWA

メディア伝送
時刻・同期

VSF
TR-03/04

AIMS
マーケティング
フィードバック

AIMS: Alliance for Medeia Solutions AMWA: Advanced Media Workflow Association
EBU: European Broadcasting Union JT-NM: Joint Task Force on Network Media
SMPTE: Society of Motion Picture and Television Engineers VSF: Video Services Forum



JT-NMロードマップ
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• IP化に関するJT-NMが考えるロードマップを説明
• 最終目標は「クラウド化」「ソフト化（メディアに依存しない）」

https://tech.ebu.ch/publications/jt-nm-roadmapより引用

https://tech.ebu.ch/publications/jt-nm-roadmap


EBUピラミッド

10EBU TECH3371（2023）より引用

・ユーザーの最小要求要件を５層に分類、入手可能状況を色で示す。現時点では３層までほぼ入手可能。
・今後は制御層、設定・監視層、セキュリティー層が技術開発・標準化の焦点

メディア伝送

時刻・同期

制御

設定・監視

セキュリティー
2020



3. ARIBにおける国内標準化
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• 番組制作用IPインタフェースに関する活動
• 国際規格に準拠、国際規格にない部分をカバー
• 国内への技術普及を目的として日本語規格の策定
• ユーザーの利便性向上に寄与する技術文書の策定

ARIBにおけるIPインタフェース標準化
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• 国内の普及状況
• 8K/4Kを中心に個別のスタジオや中継車には導入されている
• 回線センターなどの大規模ルーターで導入されている
• 放送局全体システム、機器共有、リモート制作などの本格導入はこれ

から



番組制作用IPインタフェースの伝送方式
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• ARIBでは国内で普及が見込まれる２通りの伝送方式で標準規格を策定



IPインタフェース標準化イメージ
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STD-B73
ver2.0

(NDCP)

STD-B73
ver1.0
(NMI)

映像・音声・データ独立型
単一ストリーム形式

映像・音声・データ独立型
個別ストリーム形式

機器制御

信号伝送

IS-06 (Network Control (Topology API, Network Flow API))

IS-05 (Connection Control API)

IS-04 (Discovery ＆ Registration)

ST 2110-10 (System Timing and Definitions)

ST 2110-20 (Uncompressed Active Video)

ST 2110-21 (Timing Model for Uncompressed Active Video)

ST 2110-30 (PCM Audio)

ST 2110-31 (AES3 Transparent Transport)

ST 2110-40 (Ancillary Data)

AMWA NMOS
・Device Configurationはスコープ外

SMPTE 2110 suite

ST 2059-1, 2 (Precision Time Protocol)

ARIB
文書

AMWA
文書

SMPTE
文書 refer

RDD 38 (Network Device Control Protocol)

RDD 40 (Essence-independent IP Live Networked Media Transport)
STD-B74(NMI over 2110)

STD-B76
Ver1.１

(ST 2110)

TR-B46
(NMOS)

• 海外規格に準拠する形で標準化（独自の内容は追加しない）

ST 2110-22 (Constant Bit-rate Compressed Video)

RP 2110-23 (Single Video Essence Transport over Multiple 2110-20 streams )



規格番号 STD-B73 STD-B74 STD-B76 TR-B46
規格名 映像・音声・データ独立型

単一ストリーム形式による
番組制作用IPインタフェース

映像・音声・データ個別ス
トリーム形式番組制作用IP

映像・音声・データ個別ス
トリーム形式による番組制
作用IPインタフェース

ARIB STD-B76に基づいた番
組制作システムの制御に用
いるAMWA NMOS解説

年月日 2020年7月26日策定
2020年3月18日 2.0版改定

2019年4月12日策定
2020年3月18日 1.1版改定

2020年3月18日策定
2022年10月6日 1.1版改定

2023年3月3日策定

規格概要 本標準規格は、番組制作に使用
されるIP（Internet Protocol)イ
ンタフェースにおいて、機器間
で伝送する映像、音声、補助
データおよびFEC(Forward Error 
Correction)情報を多重化した単
一ストリームに関して、各エッ
センスおよびFEC情報をRTP
データグラムに独立にマッピン
グする際の各RTPデータグラム
のデータ構造と、コントローラ
への機器の登録、機器のコン
フィグレーション、ストリーム
切り替え制御等を行うための
Networked Device Control 
Protocolを規定する。

本標準規格は、番組制作用IPイ
ンタフェース上でエッセンス
（映像・音声・補助データ）を
伝送する際に、ARIB STD-B73で
規定されるエッセンス単一スト
リーム方式のデータ構造を持つ
RTPストリームを、国際標準化
されているSMPTE ST 2110-10
に準拠するエッセンス個別スト
リーム形式のIPインタフェース
上で伝送するための標準規格で
あり、システムタイミングモデ
ル、トラフィックシェープモデ
ル等について規定するものであ
る。

本標準規格は、番組制作に使用
されるIP（Internet Protocol）イ
ンタフェースにおいて、SMPTE 
ST 2110-10に基づき機器間で伝
送する映像、音声、補助データ
を個別ストリームで伝送する方
式及び機器間の時刻を同期する
方式について規定する。

本技術資料は、ARIB STD-B76に
基づいた番組制作システムの制
御に用いられているAMWA 
NMOSの内容を解説し、番組制
作用IPインタフェースの普及に
寄与することを目的としたもの
である。

ARIBで発行済みの規格文書と技術資料
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• エッセンスの伝送をIPネットワークで行う
• 映像、音声、補助データのエッセンスごとにパケット化して伝送
• パケットを識別する仕組みが必要 → SDP（ST 2110-10）
• 各エッセンスの同期を別の手段で担保 → ST 2059

メディア伝送：ST 2110
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ST 2110-10：システムタイミングモデルと共通要件
• PTP（SMPTE ST 2059）の使用
• PTPタイムスタンプ
• IPストリームの一般要件
• Session Description Protocol（SDP）の使用
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圧
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• BB（ブラックバースト）による同期分配に代わる技術
• IPシステムではメディア系と同じネットワークを活用

• BB同期では別のネットワークが必要

• SMPTE ST 2059は、IEEE 1588（PTP）を放送用として適用するための
規格

• PTPでは各機器が時計を持ち、これらを同期させる技術によって同期結
合を行う
• BBでは波形信号におけるタイミングを規定

時刻・同期：PTP（ST 2059）
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• IPネットワークシステム
• 複数の様々なエッセンスによる双方向通信
• 物理的な接続点ではなく、機器に設定したIPアドレスが意味を持つ
• 接続制御はIPスイッチではなく、端点の機器を制御して行う

管理・制御：AMWA NMOS
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番号 名称 内容
IS-04 Discovery & Registration 機器の発見と登録
IS-05 Device Connection Management 機器の接続制御
IS-06 Network Control ネットワーク制御
IS-07 Event & Tally 機器ステータス情報の送受信
IS-08 Audio Channel Mapping 音声チャンネル用のマッピング
IS-09 System システムリソース
IS-10 Authorization 認可情報のIF
MS-04 ID & Timing Model IDとタイミングモデルのグルーピング
BCP-002-01 Natural Grouping 送受信リソースのグルーピング
BCP-003-01 Security Communication in NMOS Systems 制御信号通信のセキュア化
BCP-003-02 Authorization in NMOS Systems 認可法
BCP-003-03 Certificate Provisioning in NMOS Systems 証明書の発行
BCP-004-01 Receiver Capabilities レシーバーの機能

IS：Interface Specification
MS：Data Model Specification
BCP：Best Current Practice

https://specs.amwa.tv/nmos
より引用

https://specs.amwa.tv/nmos


• 国際規格のアップデートへの対応
• STD-B76（SMPTE ST-2110）のアップデート対応

• 運用性向上に寄与する技術文書策定
• 接続性検証について、JT-NM Testedの内容を中心に解説
• 必要な項目を追加していく

今後の予定（ARIBにおける標準化）
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• 従来のSDIシステムの置き換えという意味では、IPシステムに関する標準化はほぼ実用の域
に達している（主要な標準化も完了）

• 今後は、IPシステムならではのメリットがより求められ、関連する互換性検証、設定・監視、
セキュリティーに関する標準化がすすめられる

今後の展望
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